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平成２４年度再評価対象事業一覧表 （事業採択後、一定期間（5～10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 
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松浦川 
河川整備交付金事業 

(広域河川改修事業) 
 
 

事業主体：県 

事業地：武雄市 

流路是正、狭窄部解消

を行い、治水安全度を向

上し、流域の浸水被害の

軽減を図る。 

 

目的とする河道計画 

・計画流量 800m3/s 

・計画治水安全度 1/30 

・流域面積 83.8km2 

 
 

全体事業費:C=51.0 億円 

工期:H14～H35 
改修延長 
松浦川:L=6,200m 
鳥海川:L=1,000m 

事業内容：築堤・掘削・ 
護岸 
橋梁 8基 
堰 1基 

直轄区間と調整しな
がら、事業区間の中下流
部の暫定築堤および暫
定河道掘削を実施して
いる。 
 
(H23末進捗率 41.7%) 
(年平均進捗率  4.2%) 
 
(主要残工事） 

掘削・築堤・護岸 
橋梁6基、堰１基 

・佐賀県行財政改革緊急
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑver.2.0 

 （H19～H20） 
・ 〃 ver.2.1 
 （H21～H22） 
・佐賀県行財政運営計画

2011（H23～H26） 
 
 
（地域の状況） 
・主要地方道相知山内線
（武内工区）の改良事業

が実施中であり、また
国道498号の若木バイ
パスも事業中であるこ
とから、付近の道路の
重要性が高まってい
る。 

・平成15年に事業区間中
流域において特別養護
老人ホームが開設され
た。 

 
(過去の災害実績)H21.7 
・浸水戸数 床下6戸 
・主要地方道相知山内線

及び武雄伊万里線が冠
水のため通行止め 

・特別養護老人ホームが
道路通行止めのため孤
立 

 

最新のマニュアルに基

づき、費用対効果（B/C）

を算出した。 

 

・総便益 

（農作物被害・公共土木施

設等災害被害等軽減額） 

B= 8,390 百万円 

 

・総費用 

C= 5,688 百万円 

 

・費用対効果 

B/C=1.48 

河道掘削により
発生した残土につ
いては、近隣の道
路工事等に有効利
用することで、コ
スト縮減を図って
いる。 
 

着手より10
年が経過 
 
 

平成2年等の洪
水被害を軽減す
るために、流路是
正、狭窄部解消を
行い、治水安全度
を向上させ、地域
住民の安心・安全
を確保するため
には、当事業の継
続が必要である。

 

 
  

進捗率 


